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連
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市民と市民以外の入城料を設けた姫路城

　
帝
国
デ

タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と

今
年
２
月
の
旅
行
業

の
倒
産
︵
負
債
１
千
万
円
以

上
の
法
的
整
理
︶
は
４
件


負
債
総
額
は
３
億
４
４
０
０

万
円
だ

た

額
が
今
年
度

最
多

件
数
も
８



１

月
と
並
び
最
も
多
か

た


　
４
月
か
ら
の
年
度
累
計

は

件
数
が
前
年
度
同
期
比

８
件
増
︵

・
１
％
増
︶
の


件

負
債
総
額
が
同

・

８
％
増
の

億
８
９
０
０
万

円


　
﹁
観
光
経
済
新
聞
﹂
の
次

号
の
発
行
は
３
月

日
付
で

す

３
月

日
付
は
休
刊
で

す


　
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
雇
用
動
向
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ト
調
査
で


従
業
員
を
﹁
不
足
﹂
と
す
る
企
業
割
合
が
ホ
テ
ル
・
旅
館
で

・
２
％

依
然
と
し
て
高
水
準
だ
が

２
年
連
続
で

低
下
し
た

従
業
員
を
い
か
に
採
用
し

定
着
さ
せ
る
か
が
人
手
不
足
解
消
の
鍵
と
な
る
が

ア
ン
ケ

ト
で
は
採

用
に
﹁
求
人
サ
イ
ト
の
活
用
﹂定
着
に
﹁
賃
金
の
引
き
上
げ
﹂
が
効
果
的
と
す
る
回
答
が
多
い


　
世
界
遺
産
の
姫
路
城
︵
兵

庫
県
姫
路
市
︶は
３
月
１
日


市
民
以
外
の

歳
以
上
の
入

城
料
を
千
円
か
ら
２
５
０
０

円
に
引
き
上
げ
た

姫
路
市

民
は
千
円
の
ま
ま
据
え
置
い

た

２
５
０
０
円
と
い
う
入

城
料
は

天
守
が
現
存
す
る

国
内
の

城
の
中
で
最
高
額

に
な
る
と
い
う


　
増
収
分
は
城
の
維
持
管
理

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
対
応
に

充
て
る

ち
な
み
に

市
民

は
入
城
の
際

窓
口
で
マ
イ

ナ
ン
バ

カ

ド
や
運
転
免

許
証
な
ど
の
身
分
証
を
提
示

す
れ
ば
市
民
向
け
の
入
城
料

が
適
用
さ
れ
る


　
そ
れ
に
し
て
も
け

こ
う

な
値
上
げ
額
だ

市
民
と
市

民
以
外
で
２
・
５
倍
も
の
差

を
つ
け
た
わ
け
で

市
民
以

外
の
人
や
外
国
人
観
光
客
に

は
ど
う
映
る
だ
ろ
う
か

入

城
者
数
に
影
響
が
出
な
け
れ

ば
い
い
の
だ
が


　
札
幌
の
観
光
ス
ポ

ト


さ

ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
も
今
年

１
月
１
日
か
ら
展
望
台
入
場

料
を
改
定
し
た

一
般
料
金

は
大
人
千
円
を
１
２
０
０

円

小
中
学
生
は
５
０
０
円

か
ら
６
０
０
円
と
し
た

そ

の
一
方
﹁
札
幌
市
民
料
金
﹂

を
新
た
に
導
入
し

大
人
８

０
０
円

小
中
学
生
４
０
０

円
と
抑
え
た

姫
路
城
と
同

様

市
民
と
市
民
以
外
の
二

重
価
格
の
設
定
だ


　
こ
う
し
た
動
き
は
世
界
で

も
見
ら
れ

フ
ラ
ン
ス
の
ル


ブ
ル
美
術
館
は
１
月

日

か
ら

Ｅ
Ｅ
Ａ
︵
欧
州
経
済

領
域
︶
に
居
住
を
持
つ
人
か

ら
の
入
場
料
は
据
え
置
い

た

大
人
１
人



日
本

円
に
し
て
約
４
千
円
だ
が


そ
れ
以
外
の
国
か
ら
の
人
は




約
５
９
０
０
円
と
差

を
付
け
た


　
ま
た
米
国
で
は

入
場
者

の
多
い

の
国
立
公
園
に
つ

い
て

米
国
の
非
居
住
者
が

入
園
す
る
場
合

追
加
料
金

が
徴
収
さ
れ
る
よ
う
に
な


た
と
の
ニ


ス
も
あ
る


　
日
本
で
は
国
立
の
博
物
館

や
美
術
館
の
入
館
料
に
つ
い

て

訪
日
外
国
人
観
光
客
が

割
高
に
な
る
二
重
価
格
を
導

入
す
る
動
き
も
あ
る
と
さ
れ

る


　
金
子
恭
之
国
土
交
通
相
は

３
日
の
会
見
で

二
重
価
格

に
つ
い
て
観
光
施
設
な
ど
の

管
理
者
が
個
別
の
状
況
や
地

域
住
民
へ
の
配
慮
な
ど
を
も

と
に
決
め
る
の
が
基
本
と
し

な
が
ら

料
金
設
定
つ
い
て

は
﹁
運
営
や
サ

ビ
ス
の
持

続
可
能
性
を
確
保
し
て
い
く

上
で
重
要
だ
﹂
と
強
調


　
そ
の
上
で

﹁
国
内
外
の

オ

バ

ツ

リ
ズ
ム
対
策

や
料
金
設
定
の
事
案
も
踏
ま

え
つ
つ

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

策
定
な
ど
必
要
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
﹂
と
述

べ
た

政
府
と
し
て
二
重
価

格
の
指
針
策
定
に
乗
り
出
す

方
針
を
示
し
た
こ
と
で

導

入
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し

そ
う
だ


　
二
重
価
格
は
今
後
当
た
り

前
に
な

て
く
る
の
か
も
し

れ
な
い

な
ぜ
差
を
付
け
る

の
か

反
発
さ
れ
な
い
よ
う

な

納
得
が
得
ら
れ
る
説
明

が
欠
か
せ
な
い


　
　
　
　
　
︻
内
井
高
弘
︼

　
先
日

久
し
ぶ

り
に
テ
レ
ビ
ゲ


ム
の
﹁
桃
太
郎
電

鉄
﹂を
楽
し
ん
だ


１
９
８
８
年
に
発

売
さ
れ
た
こ
の
ゲ


ム
シ
リ

ズ
は

サ
イ
コ

ロ
を
振

て
目
的
地
と
な


た
駅
を
目
指
す
と
同
時
に


日
本
全
国
で
物
件
を
買
い
集

め

最
終
的
に
持

て
い
る

資
産
の
多
寡
を
競
う
も
の


ゲ

ム
上
に
実
際
の
駅
や
お

土
産
物
な
ど
を
想
起
さ
せ
る

物
件
が
登
場
す
る
の
が
特
徴

だ

家
庭
用
ゲ

ム
機
と
と

も
に
育

て
き
た
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
に
は
な
じ
み
深
く


筆
者
同
様
に
日
本
地
理
を

﹁
桃
鉄
﹂
で
学
ん
だ
人
も
少

な
く
な
い
は
ず
だ
▼
桃
鉄
を

知
る
世
代
が
社
会
に
出
る
の

に
伴
い

近
年
は
鉄
道
会
社

と
コ
ラ
ボ
レ

シ

ン
し
た

﹁
リ
ア
ル
桃
鉄
イ
ベ
ン
ト
﹂

が
企
画
さ
れ
た
り

内
閣
府

の
地
方
創
生
事
業
で
連
携
し

た
り
す
る
場
面
も
増
え
て
い

る

さ
ら
に
は
﹁
桃
鉄
教
育

版
﹂
も
登
場

小
学
校
の
日

本
地
理
の
授
業
で
利
用
さ
れ

て
お
り
影
響
力
は
計
り
知
れ

な
い
▼
昨
年
発
売
の
最
新
作

で
は
駅
や
物
件
が
増
え

よ

り
細
か
な
現
地
情
報
に
触
れ

ら
れ
る

温
泉
地
の
駅
で
は

温
泉
旅
館
や
温
泉
街
を
購
入

で
き
る
の
だ
が

そ
の
中
で

あ
る
温
泉
地
の
物
件
と
し
て

﹁
来
日
観
光
客
用
土
産
店
﹂

が
い
く
つ
も
並
ん
で
い
る
の

が
目
に
つ
い
た

こ
れ
ら
物

件
は
桃
鉄
の
作
者
・
さ
く
ま

あ
き
ら
氏
の
取
材
に
基
づ
き

設
定
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ


地
元
外
資
本
の
店
が
多
い
と

聞
く
温
泉
地
で
あ
る
が

そ

ん
な
と
こ
ろ
ま
で
リ
ア
ル
な

の
か
と
い
う
驚
き
と
と
も

に

そ
の
認
識
が
ゲ

ム
で

浸
透
し
て
い
く
こ
と
へ
の
怖

さ
も
感
じ
た

︻
Ｍ
・
Ｋ
︼

　
専
務
理
事
の
逮
捕
を
受
け

て
対
応
を
協
議
し
て
い
た
全

国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同

業
組
合
連
合
会
︵
全
旅
連
︶

は
９
日

緊
急
正
副
会
長
・

執
行
部
会
議
を
開
き

６
月


日
に
京
都
市
で
開
催
予
定

だ

た
﹁
第
１
０
４
回
全
旅

連
全
国
大
会
﹂
の
中
止
を
決

定
し
た


　
﹁
当
連
合
会
関
係
者
に
関

す
る
事
案
を
受
け

現
在


事
実
関
係
の
確
認
お
よ
び
組

織
と
し
て
の
対
応
の
検
討
を

進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら

全
国
大
会
を
開
催

す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い

と
判
断
し
た
﹂︵
全
旅
連
︶

　
前
日
の
６
月

日
に
開
催

予
定
の
通
常
総
会

理
事
会

は
同
日
の
開
催
を
基
本
に
現

在
調
整
中
だ
が

会
場
の
都

合
等
に
よ
り
変
更
の
可
能
性

が
あ
る


　
帝
国
デ

タ
バ
ン
ク
が
１

月
に
行

た
﹁
人
手
不
足
に

対
す
る
企
業
の
動
向
調
査
﹂

で

旅
館
・
ホ
テ
ル
の
人
手

不
足
割
合
は

正
社
員
が
前

年
同
月
比

・
８

減
の


・
４
％

非
正
社
員
が
同
６

・
０

減
の

・
０
％
と


と
も
に
低
下
し

５
割
を
下

回

た

同
社
は
背
景
に
つ

い
て
﹁
Ｄ
Ｘ
や
ス
ポ

ト
ワ


ク
の
普
及
に
よ
る
生
産
性

向
上
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
﹂

と
し
て
い
る


　
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
お
け
る

正
社
員
の
不
足
割
合
は

２

０
２
４
年
１
月
に

・
６
％



の
業
種
別
︵
母
数
が

社

以
上
の
業
種
︶
で
ワ

ス
ト

４
位
だ

た
が


年
１
月

に

・
２
％

同

位
と
ワ


ス
ト

位
圏
外
と
な


た

こ
の
１
月
は
割
合
が
大

き
く
低
下
す
る
と
と
も
に


順
位
も

位
と
さ
ら
に
大
き

く
下
が

た


　
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
お
け
る

非
正
社
員
の
不
足
割
合
も



年
１
月
に

・
６
％
︵
３

位
︶


年
１
月
に

・
０

％
︵
７
位
︶
と

割
合

順

位
と
も
に
低
下

こ
の
１
月

は
６
位
と
順
位
が
上
が

た

も
の
の

割
合
は
３
年
連
続

で
低
下
し
た


　
不
足
割
合
の
全
業
種
計

は

正
社
員
が

・
３
％


前
年
同
月
か
ら
１
・
１

低

下
も

同
月
と
し
て
４
年
連

続
で

％
を
超
え
た

業
種

別
で
は
建
設
が

・
６
％
と

最
も
高
い


　
非
正
社
員
は
同
１
・
８


減
の

・
８
％

１
月
と
し

て
は
２
年
ぶ
り
に
３
割
を
下

回

た

業
種
別
で
は
人
材

派
遣
・
紹
介
が

・
０
％
と

ト

プ

こ
の
ほ
か
飲
食
店

が
２
位
︵

・
６
％
︶

娯

楽
サ

ビ
ス
が
５
位
︵

・

８
％
︶
と
上
位
に
あ
る


　
帝
国
デ

タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と

今
年
２
月
の
ホ
テ
ル

・
旅
館
経
営
業
者
の
倒
産

︵
負
債
１
千
万
円
以
上
の
法

的
整
理
︶
は
５
件

負
債
総

額
は
４
億
４
８
０
０
万
円
だ


た

件
数
は
今
年
度
︵


年
４
月


年
３
月
︶
で
４

番
目

額
は
２
番
目
に
少
な

か

た


　
件
数
は
今
年
度
に
入
り



月
︵

件
︶
を
除
き
全
て

１
桁
台
で
推
移
し
て
い
る


２
月
は
５
月
と
並
び

４


９

１
月
に
次
ぐ
少
な
い
数

字
だ

た


　
額
は
８
月
に
次
い
で
２
番

目
に
少
な
か

た


億
円

未
満
は
８
月
以
来
６
カ
月
ぶ

り


　
４
月
か
ら
の
年
度
累
計

は

件
数
が
前
年
度
同
期
比

３
件
減
︵
４
・
３
％
減
︶
の


件

負
債
総
額
が
同

・

１
％
増
の
２
５
３
億
５
５
０

０
万
円


　
調
査
は
ホ
テ
ル
・
旅
館


飲
食
な
ど
生
活
衛
生
関
係
営

業
の
景
気
動
向
等
調
査
︵
昨

年



月
期
分
︶
の
特
別

調
査
と
し
て
実
施

昨
年


月
中
旬

３
２
９
０
社
を
対

象
に
行
い

３
１
０
２
社
か

ら
有
効
回
答
を
得
た

ホ
テ

ル
・
旅
館
は
１
８
４
社
が
回

答
し
た


　
ホ
テ
ル
・
旅
館
の
従
業
員

の
過
不
足
感
は

﹁
不
足
﹂

が

・
２
％

﹁
適
正
﹂
が


・
６
％

﹁
過
剰
﹂
が
２

・
２
％

﹁
不
足
﹂
は
前
年

︵
２
０
２
４
年
︶
に
続
き


２
年
連
続
で
低
下
し
て
い
る

が
生
衛
業
全
体︵
９
業
種
︶

の

・
６
％
を
大
き
く
上
回

る


　
従
業
員
不
足
へ
の
対
応
を

複
数
回
答
で
聞
く
と

﹁
従

業
員
の
新
規
採
用
﹂
に

・

１
％
が
回
答

以
下

﹁
ス

ポ

ト
ワ

カ
︵
短
時
間


単
発
の
雇
用
者
︶
の
活
用
﹂

︵

・
０
％
︶

﹁
従
業
員

の
多
能
化
・
兼
任
化
﹂
︵


・
３
％
︶
﹁
提
供
商
品
・
サ


ビ
ス
の
変
更
﹂
︵

・
２

％
︶
﹁
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
効

率
化
﹂
︵

・
４
％
︶
が
続

い
て
い
る

こ
の
ほ
か
﹁
効

果
的
な
手
段
が
見
当
た
ら
な

い
﹂
が

・
９
％
あ

た


　
従
業
員
の
採
用
に
向
け
た

取
り
組
み
で
効
果
的
な
も
の

︵
三
つ
ま
で
の
複
数
回
答
︶

は
﹁
求
人
サ
イ
ト
の
活
用
﹂

︵

・
０
％
︶

﹁
ハ
ロ


ワ

ク
へ
の
求
人
﹂
︵

・

０
％
︶

﹁
身
内
や
知
人
等

へ
の
紹
介
依
頼
﹂
︵

・
３

％
︶
が
上
位


　
生
衛
業
全
体
と
比
較
す
る

と

﹁
身
内
や
知
人
等
へ
の

紹
介
依
頼
﹂
︵
全
体

・
９

％
︶

﹁
自
社
ホ

ム
ペ


ジ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
求
人
﹂

︵
ホ
テ
ル
・
旅
館
９
・
３
％


全
体

・
５
％
︶

﹁
学
校

へ
の
求
人
﹂
︵
ホ
テ
ル
・
旅

館

・
０
％

全
体

・
１

％
︶
の
割
合
が
低
く
な

て

い
る


　
一
方

従
業
員
の
定
着
に

向
け
た
取
り
組
み
で
効
果
的

な
も
の
︵
同
︶
は

﹁
賃
金

の
引
き
上
げ
﹂
が

・
５
％

と
最
も
多
い

以
下

﹁
休

日
・
休
暇
の
増
加
﹂
︵

・

２
％
︶

﹁
職
場
内
の
コ
ミ


ニ
ケ

シ

ン
活
性
化
﹂

︵

・
２
％
︶

﹁
勤
務
時

間
の
削
減
﹂
︵

・
２
％
︶

な
ど


　
﹁
賃
金
の
引
き
上
げ
﹂
は

生
衛
業
９
業
種
の
中
で
最
も

高
く

全
体
の

・
４
％
を

大
き
く
上
回

た


　
人
手
不
足
対
策
の
一
つ
と

い
え
る
外
国
人
の
雇
用
は


ホ
テ
ル
・
旅
館
の

・
７
％

が
﹁
雇
用
し
て
い
る
﹂
と
回

答

全
体
の
７
・
３
％
を
大

き
く
上
回
る

﹁
雇
用
し
て

い
な
い
﹂
と
回
答
し
た

・

３
％
に
今
後
の
雇
用
見
通
し

を
聞
く
と

﹁
雇
用
す
る
つ

も
り
は
な
い
﹂
が

・
７
％

と
最
も
多
い
が


・
７
％

が
﹁
条
件
が
合
え
ば
雇
用
し

た
い
﹂
と
前
向
き
に
捉
え
て

い
る


　
　
　
　
　
　
︻
森
田
淳
︼

　日本航空グループが新たな成
長戦略「経営ビジョン」を
策定した。国内線で事業構造改
革を本格化。コスト増への対応
へ、燃油サーチャージの導入も
検討する。

　阪急阪神ホールディングスグ
ループの２社が「健康経営優良
法人」に認定された。阪急交通
社が７年連続、阪急阪神ホテル
ズが６年連続の認定。

　「世界の持続可能な観光地Ｔ
ＯＰ」のアワード６部門の
うち、デスティネーションマネ
ジメント部門で「海峡都市関門」
が世界３位に選ばれた。

　旅館経営人財育成アカデミー
が下呂温泉で生産性向上セミナ
ー。同温泉の水明館が導入する
「カイゼン」に代表されるトヨ
タ生産方式について、事例発表
や現地視察から学んだ。

　日本旅行協定旅館ホテル連盟
の総会で、日本旅行が４月から
実施する会員への送客に特化し
たキャンペーンについて、多く
の期待の声が上がった。


